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１．問題の所在と研究の目的

　教員の研修注1）の義務については，教育基本法第６
条や教育公務員特例法第19条において規定されてい
る。また，近年，教員の養成・採用・研修の一体的改
革が必要とされており，教員の研修に関する課題につ
いては，大きく次の３点が挙げられている。それは，
①研修の機会を確保すること，②教員のニーズを踏ま
えた研修を実施すること，③研修そのものの在り方
や手法を見直すことである（中央教育審議会，2015）。

つまり，研修を提供する側は，教員のニーズを踏まえ
た研修の在り方や手法について検討し，その研修の機
会を作っていく必要（Fuller & Case，1969；加登本ら，
2010）がある。このように，教員のニーズを踏まえた
研修を検討する際には，事前に教員の悩み事注2）を調
査する必要があろう。とりわけ，学習指導要領の改訂
で新たに導入された内容について，教員の悩み事は多
く挙げられる。
　ところで，学校体育においては，平成10年，11年度
の体育科および保健体育科の学習指導要領の改訂によ
り，リズムダンス（小学校），現代的なリズムのダン
ス（中学校・高等学校）が導入された（以下，これら
をリズム系ダンスと称する）。また，平成20年度の中
学校学習指導要領の改訂により，中学校第１学年及び
第２学年のダンスが必修化された。これらの改訂に伴
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い，教員のダンス指導における悩み事に関する研究が
進められてきた（茅野，2013；山﨑，2013；松本・寺
田，2013；山口ら，2017；生関・岩田，2019）。その
中でも，山口ら（2017）は，中学校教員が保持するリ
ズム系ダンス指導の悩み事について，≪生徒の授業参
加や動機づけ・授業構成に対する不安≫，≪教員自身
の知識に対する不安≫，≪教員自身のダンス技術に対
する不安≫，≪生徒のレベルやニーズに対する不安≫
の４つの要因があることを報告している。また，生関・
岩田（2019）は，小学校教員，中学校教員の校種の差
異なく上位項目として挙げられる教員のリズム系ダン
ス指導の悩み事として，≪示範ができない≫，≪よい
動きが分からない≫，≪指導内容が分からない≫であ
ることを明らかにした。これらの悩み事に関する研究
に加え，ダンスの研修の効果と課題（松本ら，2013）
や，教員を対象としたアンケート調査をもとにしたダ
ンスにおける研修の在り方（山﨑，2013；生関・岩田，
2019）についても論究されてきた。
　このように，教員のリズム系ダンス指導における悩
み事が明らかになり，その悩み事を低減させるための
研修内容やその在り方が研究されている。その一方で，
教員の悩み事が，研修後の授業実践を通してどのよう
に変化するかは未検討である。とりわけ，平成24年度
のダンス必修化の完全実施より，ダンス未経験の教員
もダンスの指導をする必然性が生じたことから，ダン
ス未経験の教員を対象にした研修内容の検討は急務で
あろう。上述したように，研修を提供する側は，教員
のニーズを踏まえた研修の在り方や手法について検討
し，その研修の機会を作っていく必要がある。加えて，
研修前後における教員のリズム系ダンス指導の悩み事
を調査するだけではなく，研修後の授業実践後の実態
を踏まえた悩み事についても調査した上で，研修内容
を検討していく必要性もあるだろう。
　そこで，本研究は，ダンス未経験の教員の悩み事を
手がかりに，教員のニーズに合ったリズム系ダンス指
導の研修内容について事例的に検討することを目的と
した。具体的には，次の２点の研究課題を設定した。
1） リズム系ダンス指導の研修実施前における教員の

悩み事と，教員が研修実施者に求めていることに
ついて調査する。

2） 1）の調査後に研修実施者が，リズム系ダンス指
導の研修を実施し，研修実施後における教員の授
業実践の悩み事と，教員が研修実施者に求めてい
ることについて解明する。

　なお，これらの研究課題で得られた知見を踏まえて，
今後のリズム系ダンス指導の研修内容を検討するため
の基礎資料としたい。

２．研究の方法

2.1. 調査対象者
　調査対象者は，A 中学校に所属する教員 X（以下，
教員 X と表記）を対象とした。
　教員 X は，ダンス必修化の完全実施が始まった平
成24年度から教員となり，教職経験年数，ダンス指導
歴ともに６年目（前任校で５年勤務後に，現在の A
中学校に勤務して１年目）である。また，大学在学時，
ダンスの授業の履修経験は無い状態であった。このこ
とから，教員 X は，リズム系ダンス指導において，様々
な悩み事を抱きながら授業をしていると考えられる。
教員 X の選定理由としては，大きく次の２点が挙げ
られる。第１に，メリアム（2004）の目的的なサンプ
リングによる対象の選定における典型性を参考にし
た。典型性とは，「関心対象の現象に関する，平均的
な人間や状況や事例を反映しているから選ばれるとい
うもの」（メリアム，2004，p.92）である。したがっ
て，大学在学時，ダンスの履修経験が無い状態でリズ
ム系ダンスの授業を実施している教員の平均的な例を
示すものとして教員 X を選定した。第２に，メリア
ム（2004，p.33）は，「調査者は，信頼感のある雰囲
気のなかで，目的ある会話，すなわちインタビューを
よりうまく行うことができる」と述べ，回答者への感
情移入とラポールを形成することの必要性を述べてい
る。ゆえに，調査対象者として，筆者とのラポールが
形成されていた教員 X を選定した。
2.2. 研修実施者
　研修実施者は，教員のダンス指導の悩み事およびリ
ズム系ダンス指導の研修について研究している大学教
員である。この研修実施者は，保健体育科の非常勤講
師として中・高等学校に４年間勤務した経験があり，
リズム系ダンス指導は４年間実施していた。加えて，
ダンス歴は17年間であり，アーティストの現地バック
ダンサーの経験も有している。そのため，ダンス自体
の経験と，リズム系ダンス指導の経験など研修実施者
として適任であると判断した。
2.3. 調査時期
　調査対象者は，１年間で２回リズム系ダンス指導の
研修に参加した。また，その前後でインタビュー調査
を実施した。具体的な時期については図１の通りであ
る。
2.4. 調査内容および調査方法
　調査内容として，研修前および研修後の授業実践に
おける教員 X のリズム系ダンス指導の悩み事を検討
するために，≪リズム系ダンス指導の悩み事≫，≪研
修実施者に求めていること≫を調査した。また，松村



図１．本研究における調査時期および調査の流れ
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（1992，p.10）は，心理療法の基本的な考え方として，
「人はある出来事それ自体に悩まされるのではなくて，
その出来事をどう見るか（どう考えるか）によって悩
まされる」と述べている。そのため，本研究では，≪
教員 X のリズム系ダンス指導において大切だと捉え
ていること≫に関する質問も加えた。さらに，教員 X
の≪リズム系ダンス指導の悩み事≫や，≪研修実施者
に求めていること≫を，≪教員 X のリズム系ダンス
指導において大切だと捉えていること≫と照らし合わ
せて検討した。
　調査方法として，質的調査法を適用した。メリアム

（2004）によると，質的調査法は，既存の理論では適
切に説明できない現象を調査する場合に採用される方
法である。本研究は，研修前だけではなく，研修後の
授業実践を踏まえた教員のリズム系ダンス指導の悩み
事と研修実施者に求めていることも調査するため，先
行研究では説明しがたい内容である。そのため，質的
調査法を採用した。
　具体的には，半構造化インタビューを３回（pre，
middle，post）実施した。半構造化インタビューを実
施する上で作成するインタビュー・ガイドについて
は，「①回答者全員にたずねる具体的な質問が数個程
度，②おそらく質問のあとでさぐりを入れる必要のあ
るオープンエンドの質問がいくつか，そして，③研究
の最初の段階では，具体的な質問に仕上げられるほど

の情報はないが，知りたいと思っている領域，トピッ
ク，問題のリストの３つを含む場合が多い」（メリアム，
2004，p.119）とされている。そこで本研究のインタ
ビュー・ガイドにおいては，①具体的な質問として，
≪リズム系ダンス指導の悩み事≫，≪研修実施者に求
めていること≫，②質問のあとでさぐりを入れる必要
のあるオープンエンドの質問として，≪教員 X のリ
ズム系ダンス指導において大切だと捉えていること≫
を設定した。
　なお，インタビュー内容は調査対象者の許可を得た
上で，IC レコーダーで録音した。
2.5. 分析の方法
　分析の方法については，半構造化インタビューの発
話を全て文字化し，KJ 法（川喜田，1967）を用いて
帰納的に分析した。手順としては，川喜田（1967）の
考え方をもとに，①紙きれづくり，②グループ編成，
③ A 型図解（図３・４・５参照），④ B 型文章化の順
に行った。A型図解をする際，図２のようにカテゴリー
間の関連づけに関する記号を示した。また，カテゴリー
を構成する記述の数に合わせて枠の太さを変更した。
加えて，インタビュー調査で得られた悩み事について
は，≪　≫内に，研修実施者に求めていることについ
ては，〔　〕内に，そして，教員 X が，リズム系ダン
ス指導において大切だと捉えていることについては，

〈　〉内に示した。これらの結果については，「内的妥



─ 561 ─

リズム系ダンス指導の研修内容に関する事例的検討―　ダンス未経験の教員の悩み事を手がかりに　―

当性」（メリアム，2004，p.294）を高めるために，３
名の分析者（筆者および体育科教育学を専門とする大
学教員２名）による「トライアンギュレーション」（メ
リアム，2004，p.297）を行った。また，「メンバーチェッ
ク」（メリアム，2004，p.298）をするために，教員 X
との研究結果のすり合わせを行った。なお，B 型文章
化については，紙面の都合上割愛している。

図２．A型図解におけるカテゴリー間の
関連づけに関する記号

川喜田（1970，p.89）の図を参考に筆者が作成

2.6. 倫理的配慮
　調査対象者へは，研究目的，協力内容，研究参加の
自由意志，匿名性の保持および結果の取扱いなどを口
頭で説明し，承諾を得た。また，データを全てコード
化し，匿名性についての配慮を行った。

３．結果・考察

3.1.  リズム系ダンス指導の研修（１回目）前に挙げら
れた教員 Xの悩み事と研修実施者に求めている
こと

　リズム系ダンス指導の研修（１回目）実施前に挙げ
られた教員 X の悩み事は，次の９点が挙げられた（図
３）。それは，≪生徒の意欲を引き出す方法が分から
ない≫，≪リズム系ダンスのイメージが無い生徒に自
由な動きを引き出すことはできない≫，≪生徒に基本
的な動きを指導する必要がある≫，≪基本的な動きの
指導法が分からない≫，≪示範ができなければ動画に
頼るしかない≫，≪チームでの構成を考える際に第２
の壁がある≫，≪踊りに合わせた感情表現を引き出す
ことに第３の壁がある≫，≪ダンスの単元目標を達成
するために必要な時間が判断できない≫，≪リズム系
ダンスの具体的な評価基準を作るのは難しい≫，であ
る。山﨑（2013）によると，大学在学時，ダンスの授
業の履修経験がない教員は，具体的な指導のイメージ
ができないため，目の前の生徒の動きへの評価，授業
の展開の仕方などに関する悩み事が生じると指摘して
いる。教員 X においても，大学在学時，ダンスの授
業の履修経験がなかったため，先行研究と同様の結果
が得られたと考えられる。

　pre インタビューにおける教員 X の悩み事の結果を
見ると，≪生徒の意欲を引き出す方法が分からない≫
という悩み事については，教員 X が，リズム系ダン
ス指導において，どのようなことを大切だと捉えてい
るかということと大きく関係している。具体的に，教
員 X は，〈ダンス特有の空気感で指導する必要がある〉
と捉えているが，ダンス特有の空気感で，どのように
指導したらよいか，≪基本的な動きの指導法が分から
ない≫という悩み事を挙げている。また，教員 X は，

〈（リズム系ダンスの）評価基準を作り，教え合う場を
設定する〉ことが大切であると捉えている。そのた
め，リズム系ダンスの評価基準を作りたいが，≪リズ
ム系ダンスの具体的な評価基準を作るのは難しい≫と
いう悩み事がある。さらに，教員 X は，〈リズム系ダ
ンス指導をする上でのクラス内の受容感〉が大切だと
捉えている。一方で，≪クラス内で受容感があっても
踊ろうとしない生徒もいる≫状況が窺える。これらの
ことから，pre インタビューにおいて，教員 X の≪生
徒の意欲を引き出す方法が分からない≫という悩み事
は，①ダンス特有の空気感を含めた基本的な動きの指
導法，②生徒同士が教え合える場を設定することがで
きる評価基準の作り方，③クラスの受容感があっても
踊ろうとしない生徒への援助，が分からないことに起
因した可能性があると考えられる。
　一方，≪リズム系ダンスのイメージが無い生徒に自
由な動きを引き出すことはできない≫という悩み事
は，≪生徒に基本的な動きを指導する必要がある≫と
いう悩み事と因果関係があると推察される。それは，
次の pre インタビューの発言から読み解くことができ
る。
・ 全身で自由に動く，というダンスの理想像よりも

もっと基本的な動きを勉強することがまずは必要。
・ 全身で自由に動く，と言われても，知識が無かった

りイメージが無かったり，無の状態では動けないか
ら，原案はいる。

　すなわち，平成29年度告示の中学校学習指導要領解
説保健体育編が示すリズム系ダンスのねらいである

「全身で自由に弾んで踊ること」（文部科学省，2018，
p.173）へ生徒を導くためには，≪生徒に基本的な動
きを指導する必要がある≫ことが考えられる。しかし
ながら，どのような動きを基本的な動きと捉え，その
動きをどのように指導していけばよいのかという≪基
本的な動きの指導法が分からない≫ことが窺える。さ
らに，このような基本的な動きの指導法が分からない
ため，教員が示範をすることもできず，≪示範ができ
なければ動画に頼るしかない≫という状態になること
が考えられる。そのため，教員 X は，研修実施者に
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図３．リズム系ダンス指導の研修（１回目）前における pre インタビューの結果
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対して〔リズム系ダンスの授業を実施する上で必要な
教材（動画のデータ）〕を提供することを求めていた。
具体的には，〔リズム系ダンスのよい動きが組み込ま
れた作品動画〕であることと，〔背中向きでスローが
あって，カウントをきざんでくれる動画〕であった。
　このように，≪基本的な動きの指導法が分からな
い≫という悩み事については，①基本的な動きとは何
か，②基本的な動きをどのように指導していけばよい
か，という２つの内容が複合されていると読み取るこ
とができる。また，≪基本的な動きの指導法が分から
ない≫という悩み事が，その他の悩み事の要因となっ
ている。基本的な動きについては，学習指導要領で明
示されていないが，文部科学省（2013）は，ダンスに
おける指導ポイントとして空間・時間・力の観点から
動きを工夫することで，動きを誇張したり，変化とメ
リハリを付けたりすることができるとしている。この
空間・時間・力の３つの観点から動きを工夫すること
について，McCutchen（2006）は各要素のキーワー
ドを示している。例えば，時間のキーワードとしては，

速く－遅く，空間のキーワードとしては，上－下，力
のキーワードとしては，強く－弱くなどが示されてい
る。これらの共通点は，すべて対極の動きの組み合わ
せを示していることである。そこで，本研究における
①基本的な動きとは，空間・時間・力のそれぞれの観
点における対極の動きを組み合わせることとする。次
に，②基本的な動きをどのように指導していけばよい
かについては，生関・齊藤（2018）の研究結果を参考
にした。生関・齊藤（2018）は，リズム系ダンス指導
において，調査対象としていた学生に空間・時間・力
の工夫の仕方について説明するだけでも，技能の向上
につながることを報告している。その際，オノマトペ
を活用することによってより技能の向上が認められ
た。そこで，本研究の１回目の研修においても，オノ
マトペを活用し，空間・時間・力の３つの観点から動
きを指導することとした。
　以上のことを踏まえ，１回目のリズム系ダンス指導
の研修については，表１のように設定した。
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図４． リズム系ダンス指導の研修（１回目）実施後の授業実践を通して挙げられた教員Xの悩み事
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2018 2 26

X

15

X

45

8

X 1 1

表１．１回目のリズム系ダンス指導の研修の概要 3.2.  リズム系ダンス指導の研修（１回目）後の授業実
践を通して挙げられた教員 Xの悩み事と研修実
施者に求めていること

　１回目のリズム系ダンス指導の研修の目的は，教員
X がリズム系ダンス指導における基本的な動きの指導
の仕方について理解し，生徒に指導することができる
ようになることであった。その結果，教員 X は，リ
ズム系ダンス指導における基本的な動きの指導の仕方
について，空間・時間・力の工夫の仕方について理解
はできたものの，生徒に指導する際に悩み事が生じた。
具体的には，図４の middle インタビューの結果をみ
ると，空間・時間・力の工夫の仕方について，実際の
授業実践時に≪生徒の実態に応じた動きの即時的な言
語指導ができない≫ことが悩み事として挙げられた。
この要因としては，次の middle インタビューの発言
から読み解くことができる。
・ ダンスの理想はあるが，どのようにフィードバック
（動きの即時的な言語指導）をしてよいか，言葉が
でない。

・ 空間・時間・力に対する動きの具体例が出てこない
ので説明できない。
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　つまり，教員 X は，１回目のリズム系ダンス指導
の研修をもとに，授業実践において空間・時間・力の
観点から生徒に指導しようとした。しかし，生徒たち
の実態に合わせて，≪空間・時間・力の工夫の仕方を
かみ砕いて教えることができない≫ことに苦闘した。
　また，教員 X は，研修実施者に求めることとして，
次のような発言をしている。
・ 今後研修を受けるとしたら，自分が受ける側ではな

く，リズム系ダンスの授業をみて学ぶスタイルが良
い。

・ ダンス初心者の教員は，研修実施者が子どもたちに
対して授業をしている姿をみて，その指導法を目で
みて学ぶことが大切。

　これらのことから，教員へ空間・時間・力の工夫の
仕方について説明する際は，生徒の実態がみえやすい
研修形態，言い換えれば，教員が，研修実施者による
授業実践をみて学ぶ研修形態で実施する必要性が示唆
された。
　他方，１回目のリズム系ダンス指導の研修時に研修
実施者が提供した映像教材（８拍分の動きの素材を
集めた映像集）を，教員 X が，授業実践で使用した。
その結果，映像教材を用いて自由な動きへのきっかけ
作りやアレンジをさせたいという意図があったもの
の，空間・時間・力の工夫の具体例を提示できず，結
果的に，生徒にステップを習得させるだけとなったと
いう。しかも，≪生徒の意欲や技能の向上および思考
力の深化に偏りがみられた≫とのことであった。この
ことについては，教員 X も生徒においても，映像教
材にある８拍の動きの素材を，授業で扱う音楽のリズ
ムにどのように組み合わせればよいか分からなかった
ことが，原因として挙げられた。そのため，教員 X は，
他の映像教材を探し，リズム系ダンス指導の授業を実
施した。具体的には，単元の初めに既成のダンス作品
を生徒に模倣させ，その後に生徒からオリジナルの動
きを引き出す授業を実施した。
　教員 X は，この経験から，単元の初めに既成のダ
ンス作品を生徒に模倣させる有用性について，多く発
言している。具体的には，〈ダンス初心者の教員にとっ
て取り組みやすい〉こと，〈生徒と教員のモチベーショ
ンを高められる〉こと，〈構成の付け方（立ち位置や
移動など）やステップなどの要素が組み込まれている〉
こと，〈生徒の達成感につながる〉こと，〈ゴールイメー
ジが明確である〉こと，である。つまり，単元の初め
に既成のダンス作品を生徒に模倣させることにより，
図３のリズム系ダンス指導の研修（１回目）実施前に
挙げられた教員 X の悩み事が低減する可能性が示唆
された。また，高田（2015）においても，リズム系ダ

ンスの単元の初めにステップを取り入れ，交流に発展
させていくことが，生徒の即興的なパフォーマンスの
技能を向上させると報告している。すなわち，リズム
系ダンスの単元の初めで生徒が基本的な動きを，模倣
を通して理解できるような動きについても研修で提供
する必要性があるであろう。
　一方で，リズム系ダンス指導の研修の中で，模倣を
通して理解できるような動きだけを教えるような研修
内容では，既成のダンス作品を模倣するだけの授業（村
田・高橋，2009）に教員を導かせてしまう危険性があ
る。村田・高橋（2009）の指摘のように，教員が，既
成のダンス作品を模倣するだけの授業に留まらないよ
うに留意しなければならない。したがって，リズム系
ダンスの研修内容において，①基本的な動きを，模倣
を通して理解できるような動きの提供，だけではなく，
②生徒の実態に応じた空間・時間・力の工夫に関する
動きの即時的な言語指導例の紹介，③音楽のリズムの
特徴を捉えた動きの指導，の重要性が窺える。
　以上の結果を踏まえ，２回目のリズム系ダンス指導
の研修は，②生徒の実態に応じた空間・時間・力の工
夫に関する動きの即時的な言語指導を中心として，表
２のように設定した。

2018 11 2

X

X

X

2 2 1 2

表２．２回目のリズム系ダンス指導の研修の概要

3.3.  リズム系ダンス指導の研修（２回目）後の授業実
践を通して挙げられた教員 Xの悩み事と研修実
施者に求めていること

　２回目のリズム系ダンス指導の研修では，教員 X
が生徒の実態に応じた空間・時間・力の工夫に関する
動きの即時的な言語指導の仕方について理解を深める



X
post

X
post

X
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図５．リズム系ダンス指導の研修（２回目）後の授業実践における post インタビューの結果
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ことが目的とされた。図５の post インタビューの結
果をみると，生徒の実態に応じた空間・時間・力の工
夫に関する動きの即時的な言語指導の仕方に関する悩
み事は挙げられていなかった。他方，新たに挙げられ
た悩み事として，≪生徒からオリジナルな動きを引き
出す方法が分からない≫という悩み事が挙げられた。
このことについて，教員 X が，リズム系ダンス指導
で大切だと捉えていることと関連がある。具体的には，
教員 X は〈最初の段階で０から（生徒の）オリジナ
ルな動きを引き出すのは不可能〉だと考えており，〈ま
ずは型を教えなければならないため映像教材が必要〉
だと考えている。しかしながら，〈型のあるステップ
を教えるだけでは動きを組み合わせて踊る力はつかな
い〉ため，教員 X は〈（生徒が）模倣ができるダンス
作品の映像教材があればそこからアレンジしやすい〉
と感じている。
　一方で，教員 X は，既成のダンス作品を模倣した
後に，いかにして生徒からオリジナルな動きを引き
出すか，という点が難しく，≪生徒からオリジナルな
動きを引き出す方法が分からない≫という悩み事を挙
げた。この結果からも，模倣を通して理解できるよう
な動きだけを教えるような研修内容では，既成のダン

ス作品を模倣するだけの授業（村田・高橋，2009）に
教員を導かせてしまう危険性が示された。さらに，新
たに挙げられた悩み事として，≪空間・時間・力を工
夫した動きが強調される動画が欲しいが現在はない≫
という悩み事が挙げられた。これは，教員 X がリズ
ム系ダンス指導において大切だと捉えていることとし
て，〈一通りの形ができると，次の課題として空間・
時間・力の使い方が大切になる〉ことが関係している。
また，post インタビューの結果においても，≪示範
をすることができない≫，≪教員側が自信のない状態
で踊ると雰囲気が悪くなったり，生徒の意欲を引き出
せなかったりする≫という悩み事が≪自分で示範する
のをあきらめて映像教材を利用≫することに繋がって
いる。このことから，リズム系ダンス指導における示
範ができないという悩み事は，短期的な研修では低減
されない傾向が示唆された。
　上述の通り，リズム系ダンス指導の研修で教員が求
めている研修内容について，①基本的な動きを，模倣
を通して理解できるような動きの提供，だけではなく，
②生徒の実態に応じた空間・時間・力の工夫に関する
動きの即時的な言語指導例の紹介，③音楽のリズムの
特徴を捉えた動きの指導，が挙げられる。しかしなが
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ら，リズム系ダンス指導の研修の中で，①基本的な動
きについて，模倣を通して理解できるような動きの提
供をしたとしても，教員自身が示範できないという悩
み事がすぐに低減されるわけではない。また，pre，
middle，post すべてのインタビュー結果において，
映像教材の必要性について述べられていた。加えて，
限られた研修時間内での研修内容を考えると，①基本
的な動きを，模倣を通して理解できるような動きの提
供，について長い時間を割くよりも，②生徒の実態に
応じた空間・時間・力の工夫に関する動きの即時的な
言語指導例の提供，③音楽のリズムの特徴を捉えた動
きの指導に関する内容を充実させる方が重要であろ
う。そのため，①基本的な動きを，模倣を通して理解
できるような動きの提供，については，研修時以外で
も活用することができるように，映像教材として蓄積
したものを教員へ提供していくことが肝要である。

４．総括

4.1. 摘要
　本研究は，ダンス未経験の教員の悩み事を手がかり
に，教員のニーズに合ったリズム系ダンス指導の研修
内容について事例的に検討することを目的とした。そ
の結果，教員は，リズム系ダンス指導の研修において
次の３点の研修内容を求めていることが示された。 

（1） 基本的な動きを，模倣を通して理解できるような
動きの提供

（2） 生徒の実態に応じた空間・時間・力の工夫に関す
る動きの即時的な言語指導例の紹介

（3） 音楽のリズムの特徴を捉えた動きの指導方法の提
案

　また，この３点の研修内容を取り入れる際，≪模倣
を通した基本的な動きの理解≫に重点を置くのではな
く，≪生徒の実態に応じた動きの即時的な言語指導≫
および，≪音楽のリズムの特徴を捉えた動きの指導方
法≫に焦点をあてた研修内容を設計する必要性が示さ
れた。
　具体的に，まず，≪生徒の実態に応じた動きの即時
的な言語指導≫についてである。空間・時間・力の工
夫について，研修で説明を受けたり実際に実技指導を
受けたりしただけでは，教員からは≪生徒の実態に応
じた動きの即時的な言語指導ができない≫という悩み
事が挙げられる可能性がある。そのため，リズム系ダ
ンス指導の研修では，研修実施者が生徒に対して授業
実践をする姿を，教員がみて学ぶ形態の研修を実施す
る必要がある。次に，≪音楽のリズムの特徴を捉えた
動きの指導方法≫についてである。リズム系ダンス指

導において，単元の初めにダンス作品の模倣やステッ
プの習得を取り入れた場合，教員からは≪生徒からオ
リジナルな動きを引き出す方法が分からない≫という
悩み事が挙げられる可能性がある。この≪生徒からオ
リジナルな動きを引き出す方法が分からない≫という
悩み事については，教員が，授業で扱う音楽のリズム
に動きをどのように組み合わせればよいか分からない
ことに原因があると考えられる。そのため，リズム系
ダンス指導の研修をする際は，リズムに変化を加えて
動くとはどういうことか，授業で扱う音楽のリズムの
特徴を捉えてどのような動きの変化を加えたらよい動
きと言えるのかを指導する必要がある。
　加えて，≪模倣を通した基本的な動きの理解≫につ
いては，研修内容として取り入れるだけではなく，映
像教材として蓄積したものを教員へ提供していくこと
が必要である。
4.2. 今後の課題
　本研究により，リズム系ダンス指導の研修で必要と
される３点の研修内容を示すことができた。しかしな
がら，３点目に示された≪音楽のリズムの特徴を捉え
た動きの指導方法≫について，量的・質的な客観的な
データを伴った学術的な研究は進められていない。リ
ズム系ダンスは，リズムを手がかりとしたダンス（山
﨑，2013）である。そのため，≪音楽のリズムの特徴
を捉えた動きの指導方法≫に関する研究を進めるとと
もに，リズム系ダンス指導における音楽のリズムの特
徴を捉えたオリジナルな動きを生徒から引き出す実践
研究の蓄積が喫緊の課題である。

【注】

1） 研修：わが国における教員の研修は，教員が自身
で行う≪自己研修≫，校内で特別に集合研修を設
定したり日々の校務を通して実施されたりする≪
校内研修≫，教育行政機関での研修，民間及び任
意団体等での研修，教職大学院での研修，を含む
≪校外研修≫に大別できる（独立行政法人教職員
支援機構，2018）。本研究における≪研修≫とは，
この３つの研修の区分の中でも≪自己研修≫に位
置し，教員がリズム系ダンス指導の教材研究をす
る際に大学教員と連携して実施された研修とし
た。

2） 悩み事：本研究では，リズム系ダンス指導に
関する特有の不安（teaching anxiety）だけで
はなく，フラー（Fuller）の示す教員の心配

（concern）を含め，≪悩み事（teaching anxiety 
and concern）≫と定義する。その理由として，
以下の点を考慮したからである。第１に，教師
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教育者が，教員養成のカリキュラムや現職教員
を対象とした教員研修の内容の改善を試みる際，
その手がかりとして対象者の指導不安（teaching 
anxiety）や心配（concern）の実態を調査する
試みが多くみられるからである（Fuller & Case，
1969；Behets，1990；木原・松田，2002；Bilali，
2014，山口ら，2017）。第２に，指導不安（teaching 
anxiety）については，指導に関する特有の不安
を示す際に用いられ（Bilali，2014），教員の心配

（concern）については，フラー（Fuller）によっ
て，自己（self），課題（task），影響（impact）
の３つに分類されており（Behets，1990），それ
らの関係性に配慮する意味としての概念規定が必
要だったからである。
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